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q「
緑
と
水
の
基
本
計
画
」（
第
２
次

緑
と
水
の
回
遊
ル
ー
ト
整
備
計
画
）

に
基
づ
き
、「
ふ
れ
あ
い
の
里
」や「
市

民
の
広
場
」な
ど
の
回
遊
ル
ー
ト
の

拠
点
を
計
画
的
に
整
備
し
ま
す
。
ま

た
、
歴
史
・
文
化
、
自
然
な
ど
の
地

域
資
源
を
結
ぶ
回
遊
ル
ー
ト
や
サ
イ

ン
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

r
市
民
緑
化
支
援
事
業
の
充
実
を

図
る
ほ
か
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
テ

ス
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、「
花
と
み

ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
緑
化
の
取
り

組
み
を
全
市
的
に
展
開
し
て
い
く

た
め
に
、「
花
と
み
ど
り
の
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」を
開
催
し
ま
す
。

s
緑
と
水
の
活
動
に
対
し
て
き
め

細
や
か
に
対
応
し
、
人
財
や
資

金
・
情
報
な
ど
の
資
源
と
市
民
や

市
民
団
体
を
つ
な
ぐ
中
間
支
援
組

織
と
し
て
、
緑
と
水
の
サ
ポ
ー
ト

組
織
を
設
置
し
ま
す
。

q
秩
序
あ
る
都
市
空
間
を
創
出
し

魅
力
的
な
景
観
形
成
を
行
う
た
め
、

景
観
法
に
基
づ
き
、
良
好
な
景
観

形
成
を
誘
導
す
る
区
域
や
基
準
を

定
め
た
景
観
計
画
の
策
定
や
、
条

例
制
定
に
向
け
た
検
討
を
進
め
ま

す
。

r
「
土
地
利
用
総
合
計
画
２
０
１

０
」に
基
づ
き
、
高
さ
規
制
、
敷
地

規
模
の
最
低
限
度
、
地
区
計
画
、

特
別
用
途
地
区
な
ど
の
運
用
を
図

り
、
政
策
誘
導
に
よ
る
土
地
利
用

や
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

s
ま
ち
づ
く
り
推
進
地
区
の
指
定

に
向
け
た
誘
導
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
地
区
計
画
な
ど
と
連
携
し
、

狭
あ
い
道
路
や
行
き
止
ま
り
道
路

を
解
消
す
る
な
ど
、
良
好
な
住
環

境
の
形
成
や
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

q
生
活
安
全
推
進
協
議
会
の
運
営
、

生
活
安
全
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
運
用
、
安
全
安
心
メ
ー
ル
に
よ

る
犯
罪
に
関
す
る
情
報
発
信
な
ど

市
民
の
安
全
を
総
合
的
に
推
進
す

る
体
制
を
拡
充
し
ま
す
。
ま
た
、
安

全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
よ
る
巡
回

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
土
、
日
曜

日
、
祝
日
に
パ
ト
ロ
ー
ル
団
体
に
貸

し
出
し
を
行
い
、
安
全
安
心
パ
ト
ロ

ー
ル
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

r
地
域
安
全
マ
ッ
プ
を
児
童
・
生

徒
や
市
民
団
体
な
ど
に
配
布
し
、

地
域
で
有
効
に
活
用
す
る
と
と
も

に
、
親
子
で
ま
ち
の
診
断
を
行
い
、

手
づ
く
り
の
地
域
安
全
マ
ッ
プ
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

s
三
鷹
市
ユ
ビ
キ
タ
ス
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
携
帯
電
話
を
活

用
し
て
、
保
護
者
が
児
童
の
移
動

地
点
を
電
子
メ
ー
ル
で
確
認
で
き

る
親
子
安
心
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
け
実
証
実
験
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
検
証
し
な
が
ら
さ
ら
な
る
取

り
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

q
東
京
都
に
よ
る
新
た
な
被
害
想

定
の
公
表
、
最
近
の
実
災
害
の
教

訓
を
踏
ま
え
「
三
鷹
市
地
域
防
災

計
画
」
を
改
定
し
ま
す
。

r
既
存
建
築
物
の
耐
震
性
を
確
保

し
、
都
市
の
防
災
性
を
高
め
る
た

め「
耐
震
改
修
促
進
計
画
」を
策
定

し
、
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
を
計
画

的
か
つ
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

s
学
校
な
ど
公
共
施
設
に
災
害
用

備
蓄
倉
庫
や
給
水
設
備
を
設
置
す

る
な
ど
防
災
拠
点
の
機
能
を
強
化

q
環
境
保
全
な
ど
を
図
る
た
め
の

基
本
的
施
策
な
ど
を
明
ら
か
に
し

た「
環
境
基
本
計
画
」を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
三
鷹
市
の
事
務
事
業
か

ら
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

抑
制
の
た
め
、「
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
第
二
期
計
画
」を
推
進
し

ま
す
。

r
高
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

に
向
け
て
、
環
境
基
金
を
活
用
し
た

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
助
成
金
や
環
境

活
動
事
業
助
成
金
な
ど
に
よ
る
支

援
を
行
う
ほ
か
、
優
秀
な
環
境
活
動

を
行
っ
て
い
る
市
民
や
団
体
を
表
彰

す
る
環
境
活
動
表
彰
を
広
く
市
民

に
周
知
し
、
環
境
へ
の
意
識
や
行
動

を
高
め
る
よ
う
事
業
を
推
進
し
ま

す
。

s
環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
す
る
た

め
、
グ
リ
ー
ン
購
入
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
環
境
セ
ン
タ
ー
や
市

庁
舎
な
ど
で
取
得
し
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１

４
０
０
１
の
定
期
審
査
・
更
新
審

査
を
受
審
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

他
の
市
施
設
に
は
簡
易
版
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

q
戸
建
お
よ
び
分
譲
共
同
住
宅
の

露
出
の
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査

に
対
し
て
調
査
費
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
周
知
を
徹

底
し
、
市
民
の
健
康
の
向
上
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

r
野
外
焼
却
の
禁
止
と
法
定
基
準

を
満
た
さ
な
い
小
型
焼
却
炉
の
使

用
中
止
の
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、

大
気
・
土
壌
・
河
川
な
ど
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
調
査
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

q「
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
基
本
計

画
」
に
基
づ
き
、
ふ
じ
み
衛
生
組

合
に
お
い
て
施
設
整
備
実
施
計
画

の
策
定
お
よ
び
環
境
影
響
評
価
作

業
な
ど
の
所
定
の
調
査
・
手
続
き

を
行
い
、
環
境
と
安
全
に
徹
底
的

に
配
慮
し
た
施
設
づ
く
り
を
ふ
じ

み
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
市
民
検

討
会
な
ど
で
の
意
見
も
踏
ま
え
、

設
計
・
施
行
を
経
て
平
成
25
年
度

稼
動
を
目
指
し
ま
す
。

r
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成
と
環

境
保
全
型
農
業
の
推
進
、
市
内
農

産
物
の
普
及
促
進
な
ど
を
図
る
た

め
、
有
機
廃
棄
物
を
利
用
し
た
資

源
循
環
モ
デ
ル
事
業
を
Ｊ
Ａ
東
京

む
さ
し
と
協
働
で
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
さ
ら
に
連
携
を
推
進
し
、

学
校
・
保
育
園
な
ど
に
お
け
る
給

食
残
さ
や
公
園
・
街
路
樹
の
せ
ん

定
枝
葉
を
使
っ
た
堆
肥
化
を
図
る

と
と
も
に
生
産
さ
れ
た
農
作
物
を

エ
コ
野
菜
と
し
て
普
及
促
進
を
図

り
ま
す
。

s
ご
み
減
量
・
有
料
化
検
討
市
民

会
議
の
答
申
を
踏
ま
え
、
新
た
な

分
別
収
集
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

を
検
証
す
る
な
ど
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
減
量
、
ご

み
処
理
な
ど
に
係
る
費
用
や
そ
の

費
用
の
公
平
負
担
の
観
点
か
ら
家

庭
系
ご
み
の
有
料
化
を
図
り
ま
す
。

q
市
内
39
本
の
水
源
井
は
老
朽
化

が
進
み
維
持
管
理
が
困
難
に
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
将

来
に
わ
た
り
安
定
的
に
揚
水
量
を

確
保
す
る
た
め
水
源
井
の
掘
り
替

え
を
行
い
、
さ
く
井
結
果
を
踏
ま

え
な
が
ら
水
源
井
の
統
廃
合
を
進

め
ま
す
。

r
震
災
時
に
お
い
て
も
安
定
給
水
を

確
保
す
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
水
道

管
の
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
へ
の
管

種
変
更
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

s
市
の
水
道
事
業
は
、
東
京
都
の

水
道
事
業
に
統
合
し
ま
し
た
が
、
現

在
も
都
か
ら
業
務
を
受
託
し
、
実
質

的
に
は
市
が
運
営
す
る「
事
務
委
託

方
式
」と
し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年

度
末
に
事
務
委
託
方
式
を
解
消
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、「
多
摩
地
区
水

道
経
営
改
善
基
本
計
画
」や「
水
道

業
務
移
行
計
画（
三
鷹
市
）」に
基
づ

き
、
十
分
な
協
議
の
う
え
、
手
続
き

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

q「
下
水
道
地
震
対
策
整
備
計
画
」

を
策
定
し
、
防
災
拠
点
な
ど
と
下

水
処
理
施
設
を
結
ぶ
か
ん
き
ょ
や

緊
急
輸
送
道
路
お
よ
び
避
難
路
の

下
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
か
ん
き
ょ

の
耐
震
化
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

r
平
成
17
年
９
月
４
日
の
集
中
豪

雨
に
よ
る
被
害
や
都
市
型
水
害
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
を
踏
ま

え
、
浸
水
被
害
が
多
く
発
生
し
た

地
区
を
中
心
に
雨
水
管
や
貯
留
浸

透
施
設
の
整
備
を
行
う
な
ど
、
都

市
型
水
害
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

s
費
用
対
効
果
や
水
質
向
上
な
ど

の
観
点
を
踏
ま
え
、「
多
摩
川
・
荒

川
等
流
域
別
下
水
道
整
備
総
合
計

画
」
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

東
部
処
理
区
の
東
京
都
流
域
下
水

道
な
ど
へ
の
編
入
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

人
と
自
然
が
共
生
で
き
る
循

環
・
環
境
の
ま
ち
を
つ
く
る

第

4
部

希
望
と
安
心
に
み
ち
た

健
康
・
福
祉
の
ま
ち
を
つ
く
る

第

5
部

q
地
域
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
井

の
頭
を
中
心
に
地
域
生
活
支
援
サ

ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
新
川
中
原
地
区
に

お
い
て
も
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

r
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
民
間
賃

貸
住
宅
へ
よ
り
円
滑
に
入
居
で
き
、

継
続
し
て
居
住
で
き
る
よ
う
、
市

民
や
関
係
団
体
な
ど
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
入
居
や
居
住
継
続
に
係

る
助
成
や
見
守
り
な
ど
の
支
援
制

度
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

s
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
移

動
や
外
出
を
支
援
す
る
た
め
、
三

鷹
地
域
の
公
共
施
設
な
ど
を
対
象

と
し
た
ト
イ
レ
・
ス
ロ
ー
プ
・
エ

レ
ベ
ー
タ
の
設
置
な
ど
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
対
応
状
況
を
市
民
に
提
供

す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
設
ガ
イ
ド

（
仮
称
）
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
作
成

し
、
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

q
福
祉
・
介
護
に
関
す
る
総
合
的

相
談
体
制
を
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
な
ど
と

連
携
し
充
実
し
ま
す
。
ま
た
庁
内

の
基
幹
系
業
務
お
よ
び
福
祉
総
合

シ
ス
テ
ム
を
考
慮
に
入
れ
た
窓
口

で
の
総
合
的
な
相
談
体
制
を
検
討

し
ま
す
。

r
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整

備
を
完
了
す
る
と
と
も
に
、
地
域

で
の
支
援
体
制
を
確
立
し
、
市
や

事
業
所
な
ど
と
の
連
携
の
も
と
、

高
齢
者
が
地
域
の
中
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

s
地
域
で
生
活
す
る
認
知
症
高
齢

者
、
夜
間
や
緊
急
時
の
対
応
が
必

要
な
一
人
暮
ら
し
な
ど
の
高
齢
者

の
365
日
24
時
間
の
安
心
を
確
保
し
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を
継

続
で
き
る
よ
う
、
夜
間
対
応
型
訪
問

介
護
や
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
支

援
な
ど
の
体
制
整
備
を
図
り
ま
す
。

q
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｔ
機
器

を
活
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い

に
対
応
で
き
る
情
報
提
供
と
相
談

体
制
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
福

祉
機
器
の
支
援
と
も
関
連
し
て
、

障
が
い
者
の
情
報
格
差
の
是
正
に

努
め
ま
す
。

r
障
が
い
者
本
人
の
意
向
や
要
望

を
最
大
限
尊
重
し
な
が
ら
、
一
人

ひ
と
り
の
生
活
に
必
要
な
福
祉
・

保
険
・
医
療
・
教
育
・
就
労
な
ど

の
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に

提
供
す
る
た
め
に
、
個
々
人
の
ケ

ア
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
実
施

す
る
、
障
が
い
者
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
体
制
の
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

s
障
が
い
者
の
雇
用
・
就
労
、
自

立
を
支
援
す
る
た
め
に
、
福
祉
、

雇
用
な
ど
の
関
係
機
関
に
よ
る
就

労
支
援
に
係
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
ま
す
。
障
が
い
者
自
身
の

ニ
ー
ズ
や
就
労
能
力
に
応
じ
た
多

様
な
雇
用
・
就
業
機
会
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

q
医
療
分
野
で
の
Ｉ
Ｔ
化
推
進
の

一
環
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
で
は

「
健
康
Ｉ
Ｔ
カ
ー
ド
（
仮
称
）」
の
導

入
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い
ま

す
。
市
と
し
て
も
、
国
の
動
向
に

注
視
し
な
が
ら
健
康
Ｉ
Ｔ
カ
ー
ド

（
仮
称
）
の
導
入
に
向
け
た
検
討
を

行
い
ま
す
。

r
生
活
保
護
法
に
基
づ
き
、
平
成

18
年
度
に
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

実
施
要
綱
を
策
定
し
ま
し
た
。
国

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
支
援
対
策

等
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
、
被
保

護
者
の
実
態
に
応
じ
た
支
援
メ
ニ

ュ
ー
を
導
入
し
、
自
立
支
援
を
行

い
ま
す
。

s
平
成
20
年
４
月
か
ら
の「
高
齢
者

の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」の

施
行
に
よ
り
、
従
前
の
老
人
保
険

制
度
が
75
歳
以
上
を
対
象
と
し
た

新
た
な
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

移
行
し
ま
す
。
今
後
は
三
鷹
市
と

し
て
は
、
各
種
申
請
・
届
出
の
受

付
お
よ
び
被
保
険
者
証
の
引
渡
し

な
ど
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

q「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
き
、
医
療
保
険

者
に
内
臓
脂
肪
症
候
群
（
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
に
着
目

し
た
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

健
診
お
よ
び
保
健
指
導
の
実
施
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
、
実
施
計
画
を
策
定
し
、
健

診
・
指
導
の
充
実
を
進
め
ま
す
。

r「
が
ん
対
策
基
本
法
」
が
制
定
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
が
ん
対
策

の
総
合
的
・
計
画
的
推
進
を
図
り

ま
す
。
受
診
率
向
上
の
た
め
の
指

針
を
検
討
し
、
従
前
実
施
し
て
き

た
５
つ
の
が
ん
検
診
（
肺
・
胃
・

大
腸
・
乳
・
子
宮
）
の
受
診
促
進

に
取
り
組
み
ま
す
。

s
市
と
市
民
の
協
働
で
策
定
し
た

健
康
づ
く
り
目
標
「
市
民
も
地
域

も
健
康
み
た
か
２
０
１
０
」
に
基

づ
き
、
栄
養
・
食
生
活
の
分
野
に

お
い
て
食
育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

し
ま
す
。
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、

三
鷹
市
地
域
防
災
計
画
、
耐
震
改

修
促
進
計
画
お
よ
び
フ
ァ
シ
リ
テ

ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
に
関

す
る
方
針
に
基
づ
き
、
計
画
的
な

取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
耐

震
診
断
結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
な

場
合
は
緊
急
的
な
対
応
も
図
り
ま

す
。

q
平
成
18
年
度
に
策
定
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
基
本
方
針
に

基
づ
き
、
改
善
対
象
ゾ
ー
ン
の
地

域
特
性
に
合
わ
せ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
運
行
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
運
賃
の
ワ
ン
コ
イ
ン
化
な
ど

の
低
料
金
化
や
乗
換
拠
点
の
拡
充

な
ど
、「
み
た
か
バ
ス
ネ
ッ
ト
」
の

構
築
を
推
進
し
ま
す
。

r
バ
ス
停
の
近
隣
地
に
駐
輪
場
を

拡
充
し
、
サ
イ
ク
ル
・
ア
ン
ド
・

バ
ス
ラ
イ
ド
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

s
三
鷹
駅
南
口
周
辺
の
駐
輪
場
を

将
来
に
わ
た
り
安
定
的
に
運
用
す

る
た
め
に
、
市
が
所
有
す
る
用
地

の
立
体
的
活
用
に
よ
る
駐
輪
場
整

備
を
行
い
ま
す
。

緑
と
水
の
快
適
空
間
の
創
造

都
市
交
通
環
境
の
整
備

住
環
境
の
改
善
①

住
環
境
の
改
善

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
推
進

住
環
境
の
改
善
②

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

環
境
保
全
の
推
進
②

公
害
防
止

環
境
保
全
の
推
進
①

環
境
保
全

資
源
循
環
型
ご
み
処
理
の
推
進

水
循
環
の
促
進
①

上
水
道
と
雨
水
利
用

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

水
循
環
の
促
進
②

下
水
道
と
雨
水
浸
透

健
康
づ
く
り
の
推
進

生
活
支
援
の
充
実

高
齢
者
福
祉
の
充
実

地
域
福
祉
の
推
進


